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大 人 券 前売り700 ．(当ｎ郵J1,000 ．)

小 人 券(高校生以下)前売り300 円(当日売u500 円)

なが の門前 まち音 楽祭

入鳩券は｢大人券｣″小人券｣の２種類､3 歳未満は無料です。

前売券:ヒオキ楽器･美鈴楽番･ウインナー楽器･出浹団体にて販売中

入場券は両日･全会場で使えます(入婦受付への提示が必要)

11月に使った券は12月にも使うため､大切に保存しておいてください。

チ ケッ ト への 遠路 先 怜 報 記 諾 に ご 協 力願 い ます( 感 染 発 生 時 の 連 絡 用)．

キせ ん｡ ご 了承 く ださ い 。



出演者プロフィール

◆ 長 野 市 民 吹 奏 楽 団　　　19:00 ～

昭 和 ４ﾜ 年 吹 奏 楽 愛 好 家 に よ って 友 野 県 で 最 初 に 作

ら れ た 一 般 の 吹 奏 楽 団 。 学 生 か ら 社 会 人 ま で 佃60

名 で 吹 奏 楽 コ ン ク ー ル､ 定 期 演 奏 会､ 講 習 会 な ど 幅 広

い 活 動 し て い ま す 。 音 楽 監 督､ 常 任 指 揮 者 は 創 立 以

来「 稲 垣 征 夫 丿 氏 。

皿

◆ ド リ ー ム･ ハ ー モ ニ カ　　　10;00 ～

ハ ー モ ニ カ は| 本 で メ ロ デ ィー を吹 き な が ら リ ズ ム を 入

れ る 奏 法 か あ リ 「| 本 で オ一 ケ ス ト ラ」 と 形 容 さ れ て い

ま す｡ 今 回 は デ ュ オ･ カ ル テ ット の 演 奏 を関 い て 下 さ い 。

◆ ほ う が く･ さ ん や そ う( 三 八 筝)10=00 ，

？ ん や そ う( 三 八 筝) の｢ 三 は 三 絃｣｢ 八 は 尺 八｣｢ 筝 は

こ とj を 表 して い ま す｡ 和 楽 器 の ア ン サ ン ブ ル を 楽し む

仲 閻 が､ 流 派･ 社 中 の 枠 を 越 え て 集 まり まし た 。 親 し み

や す い 曲､ 粍 きや す い 曲 を 演 奏 し ま す。

◆ 琴 古 流 尺 八 長 野 鈴 碁 会　ll:00 ～

尺 八 だ け の 演 奏 をろ 聴 き くだ さ い｡ 本 古 流 古 典 本 能

の 醍 剛 味 と 会 場 に 響 く 竹 の 音 色 を お 楽 し み く だ さ い 。

◆ ホ ク レ ア メ イ ツ リ リ ア　　　12;00 ～

私 達 は 全 日 本 フ ラ 協 会 理 事 三 崎 良 子 フ ラ ス タ ジ オ の

長 野 教 室 とし て15 年 に な りま す｡ 長 野 市 枚 課 後 アド バ

イ ザ ー とし て 各 児 童 館 や 授 藁 の 一 環 と して の 体 験 学 習

合 に ハ ワ イ の 歴 史 も 学 び な が ら 生 徒 と 共 に 参 加 し て

まい り まし た 。

◆ フ ラ ワ ー コ ー ラ ス　　　　12:30 －

歌 を 愛 す る 仲 間 が 集 ま‘J､ た くさ ん の 曲 に 挑 戦 し 続 け

46 年 に な りま し 乙 が な か な か 異 に は な ら ず､ 相 変 わ

ら ず 花 を 咲 か せ 続 け ？ て い ま す。 今 回 は､ 懐 か し い

“ 中 田 喜 直" の 世 界 を 訪 ね て み まし た 。

◆ コ ー ラ ス 花 野　　　　　13:00 ～

結 成 して4 年 余 り。 月 ２回 主 に 安 政 里 公 艮 館 で 熱 心 な

指 揮 者 と 素 晴 らし い ビ アニ ズト の も と､ 楽 し< 意 欲 的 に

練 習 に 励 んで い ま す 。 今 回 は 歌 え る 幸 せ に 感 謝 し 精

一 杯 心 を 込 め て 歌 い ま す､ ど う ぞ お 楽 し み くだ さ い 。

◆ 声 楽 研 究 会 野 の 花　　　13;30 ～

可 憐 な 野 の 花 を 愛 し く 思 う歌 好 きな 私｡ コ ロ ナ 横 で 気

梓 ち が 落 ち 込 む 中､ Ｎ ＨＫ 朝ド ラ｢ エ ー ル｣( 古 関 裕 而ｲ 乍

陶) の 唄 な ど を フ ル ート の 音 色 と 衣 に お 届 け し ま す。

◆ 長 野 合 唱 団　　　　　14:00 ～

り た ごj は ４ さ る 力｣｢ うた ご 乱 之 平 和 の 力｣ と 幅 広 い

ジ ャン ル の 曲 を歌 い 届 け て きま した 、今 年 は 創 立70 年

を記 念 し て 近 隣 地 域4 か 所 で､ 皆 さ ん とご 一 緒 に ミニ コ

ン サ ード を 開 き､ 歌 う 喜 び に 溢 れ た| 年 で し た 。

◆ 混 声 合 唱 団ChorVIVE(ｺｰﾙ･ ヴｨ 一ヴｴ)14:30 ～

2006 年 に｢ ア ヴ ェ･ ヴ ェ ル ム･ コ ル ブ ス を 歌 う 会｣ と し て

発 足｡ コ ロ ナ 禍 で 演 妻 会 が 度 々延 期 さ れ 辛 い 時 期 もあ

り まし た が､ 今 年5 月 に 成 功 裏 の う ち に 柊 え る こ と が で

きま した｡ 今 回 は 歌 う 喜 び と平 和 へ の 祈 り を 歌 い ま す 。

◆ フ ル ー ト ア ン サ ン ブ ル な か の21 15:oo ～

フ ル ート を中 心 とし た 書 習 令 や 演 奏 會 を 通 して フ ル ート

の 晋 及 と 向 上 を 目 的 に 平 威 川 年| 月 に 設 立 さ れ た 団

で す｡ 三 重 奏 か らフ ル ー ト オ ー ヶ ス トラ ま で お 楽 し み く

だ さ い 、

◆ ハ ン ド ベ ル ア ン サ ン ブ ルNAGANO 15:30 ～

誰 に で も 演 奏 出 来 る よう で 実 は 奥 深 い 東 器 ハ ンド ベ

ル。 愛 好 家 は あ まり 多 く は い ま せ ん 。 ミ ュ ー ジッ クベ ル

か ら イン グ リ ッ シ ュ ハ ンド ベ ル､ チ ャイ ム な ど 様 々 な ハ ン

ド ベ ル を 使 っ て 様 々 な 演 奏 法 で の ステ ー ジ を 楽 し んで

い た だ き た い と 思 い ま す。

◆ リ ー ダ ー フ ェ ラ イ ン　　　　16:30 ～

歌 曲､ オ ペ ラ を よ り身 近 に 感 じ て い た だ け る こと を 目 指

し 結 成 し た ユ ニ ットで す｡ 平 和 と 受 に 溢 れ る 日 を願 い 、

また 皆 様 が 巨 ず さ み た くな るメ ロ デ ィも 織 り 混 ぜ お 届 け

し た い ど 思 い ま す｡ 案 敵 な 音 楽 を 皆さ まの 心 へ･･･

◆ ス プ リ ッ ツ ブ ラ ス　　　　17:00 －

プ ラ ス ク イン テッ ト とし て 結 成 し ま し た が､ 変 幻 自 在 な ス

タ イ ルで ア ニ メ･ 歌 謡 曲･ ジ ャズ 等 ジ ャン ル に こだ わ ら な

い 演 奏 を し ま す｡ 金 管 の 華 や か な サ ウ ン ド を お 楽 し み

下さ い。

◆ ア ン サ ン ブ ル Ｍ　　　　||;00 ～

気 持 ち だ け は 全 員20 代 の 門 前 ま ち 音 桑 祭 事 務 局 の

サ ー ク ル で す｡ メロ デ ィ オン･ オ カ リ ナ･ リコ ー ダ ー 等 で そ

れ ぞ れ の 青 春 時 代 を 懐 か し み な が ら 演 妻 取 し ま す。

◆ Ａ ｎｉｌｌｏ Ｂｌｏ ｎｃ ｏ(ｱﾆ 一ｼﾞｮ ﾌﾞﾗﾝｺ)||:30 ～

“ コ ンド ル は 飛 ん で い ぐ と い う 曲 をご 存 じ で す か?

ヶ － ナと い う 縦 笛 は こ の 曲 を 奏 で て い る 南 米 の 民 族

楽 器 で す。 こ の ど こ か 哀 愁 の あ る ヶ － ナ で 身 近 な 曲

を 演 奏 し ま す 。 良 か っ た ら 覗 き に 来 て くだ さ い 。

● 琴 城 流 大 正 琴 ハ ー プ ア ン サ ン プj し12;0 口、

ド う ム とソ プ ラノ･ ？j し卜 ・ タイプ Ｕ ・ パ ヌ の4 種 類 の 大

正 尋 で 編 成 さ れ た グ ル ープ で す. い ろ い ろ な ジ ャン ル

の 曲 に 撞 暇 し 楽 し み な が ら 蝕ｌ し て い ま す. 一 緒 に 大

正 琴 の 音 色 を 楽 し みj し ょ う、

● 三 味 線 豊 静 音 の 会　　　13:00 ヽ

厚 鯵 の 風 物 を 身 近 に 感 じ て 弾 く 三 昧 膝､ 口 ず さ む 特 な

唄. 霜 名 や 演 妻 会 を 滴 し. 江 戸 気 分 を 満 喫L て ぃ ま１ ．

● 夢 ジ ャ ズ オ ー ケ ス ト ラ　　　13;30 ～

I‘ い つ か や っ て み た いi' と ● に 描 い て ぃ た ジ ャズ 演 奏 ．

毎 日 が 日 曜 日 の 今､ 署 の 楽 器 を 引 っ 弧lj 出1. ジ. ズ 多

や っ て み よ う と 集 ま っ た 仲 間 連 ． だ か ら 腕 盲1は 三 流 ．

で も 楽L も こ とに か| 寸て| ま一 流! 共 に 衆 し み まし ょう ．

● 津 軽 三 味 線 バ ン ド 和RCkU 14,30 ～

津 軽 三 味 穆 を も っと 身 近 に も っと 豪 し く､ 可 能 性 を 広 げ

た い とい う 堪 い で 結 成 した｢ 津 軽 三 味 館 バ ンド 和Raku

!わ ちく｣｣ヾ す ． 民 謡､ 合 奏､ 舞 爾L こ現 代 曲 や アニ メソ ン グ

も取 り 入 れ て 皆 巷 が 笑 顔 に な って い た だ け れ ば 幸 い す す.

● 楽 団 ハ イ カ ラ モ ン キ ー ズ　　15:00 ～

美L す ぎ る! お 姉 さ ん､ 渋 す ぎ る? オ ジ さ ん|| 名 が､ レト ロ

な 岡 和 ポ･ンプ ヌ･ ジ ャズ ーラ チン の 名 曲 の 数 々 を 沸 磨 し ま

す. プ う ズ＆･ 』ズ ム セ クシ ョ ン ＋ 歌 に よ る 甘 く､切 な く､|こ

ぎ や か な ステ ー ジ を お 鼻 し み く ださ い.

●ﾗ･ ペ ー ニ ヤ フ ４ ル ク ロ ー レ 倶 楽 部I ＆OQ ～

｢ コン ド ル は 鳥 ん1‘ 行 く｣ に 代 表ｉ れ る 南 米 音 楽 フ 了 ル

クロ ーレ. 演 毒 す る｢ ラ グ ー ナ ペ ル ヂ｣ は2 度 の 畦 久 老 楽

祭 他. 多 くの イ ベ ント 出 演 を 柚 て30 数 年. 南 米 音 楽. 癩

圖 を 使 っ て 自 分 遠 の 尾 い を 伝 え る ぺ く､ 馮 ぴ … …!

● メ イ プj レ リ ー フ 合 奏 団　　　|ｱ:OC ヽ

豪 野･ 須 原･ 小 布 施 の 會 楽 愛 好 拿 で 帖 成 し て18 年.

゛見 １･ 嘲 い て･ 参 和 し１｣ をモ･ﾌﾄｰ､ 美 に 参 加 し て い た

だ き､ 歯 車 を 癩 し ん で ぃ た だ き ま す． グ りス マ ス の 一 時 、

ｌ さ ん の･G に 残 る よ うな 一 時 に な れ ぱl 對・ し１ い ま す．

● 松 賀 藤 典　　　　　　18:OQ －

話 題 のΞ Å の 和 芸 で す. 蔦 語 快 楽 亭 狂 志 、 筝 咄 竹 内

敬 大 ．踊'j 皿 賀 ● 典 ． 壊 方 西 田 淳 世 す す. 三 人ｇ 和

芸 公 演 の 宣 伝 に 参'jまL た 、本 番 は､ お もし ろく 楽 し い わ

か り や すい 公 爾 を 目 刊 して ま す. 爰 非ご 来 嶋 くだ さ い ．

◆ 雅 杏 会　　　　　　10:00 ～

日 本 の 伝 統 楽 器 で あ １ 筝･ 三 味 線 の 美 しい 音 色 を以ｳ て 、

音 楽 の 世 界 を 広 げ て い きた い で す｡ 雅 杏 会 会 員 は 事 曲 生

田 流 正 侃 邦 楽 会 に 所 属､ 一 昨 年 五 十 岡 年 記 念 演 参 会 開

催｡ 未 来 を 担 う子 供 達 と共 に楽 し く活 動 を 続 け て い ます 。

◆ 邦 楽 合 奏 団｢ 涛｣　　　　|| ：００ ～

日 本 の 伝 統 楽 器 で あ る 尺 八･ 三 絃･ 筝･17 結 な ど を 演

奏 す るグ ル ー プ で す｡ 古 典 か ら現 代 曲 まで バ ラ エ テ ィー

に 富 ん だ 楽 し いプ ロ グ ラム を お 届 け し ま す｡ 和 楽 器 の 魅

力 と とも に 日 本 音 楽 の 響 きを お 楽 し み く だ さ い 。

◆ 混 声 合 唱 団 巴　　　　12:00 ～

大 豆 鳥 地 区 を 拠 点 に 平 成22 年 に 結 成｡ 地 域 の 名 菊｢ 巴

の 錦｣ より 命 名｡ 現 在50 余 名 の 団 艮 が 楽 し く明 る く元 気 に

健 康 の 唇 び を 感 し､ 歌 声 を 感 謝 に 変 え て 練 習 して お り ま

す｡ 年 會t を 感 じさ せ な い 美 しい/ ヽ－ モ ニ ー をお 聴 き下 さ い 。

◆ 混 声 合 唱 団 野 ば ら　　　12:30 ～

さ わ や か 合 唱 交 流 会 の 混 声 合 唱 団 で す。 美 し い ハ ーモ

ニ ー で う た え るよ うに､ ま た 健 康 維 持 の た め､ み ん な で 心

を 合 わ せ て 元 気 に 明 る く､ 月 ２ 回 の レ ッ ス ン を 一 生 懸 命

頑 弛 りて い ま す 。シ ニ ア の 歌 声､ どう ぞ お 聴 きくだ さ い 。

◆ そ よ 風 混 声 合 唱 団　　　12:30 ～

さ わ や か 合 唱 文 流 会 最 初 の グ ル ー プ として 桔 成20 年

目 を 迎 え ま し た 。 皆 合 唱 に 生 き が い を 感 じ､ 意 欲 的 に

レy ス ン に 励 ん で､ 草 木 の 芽 吹 き を 促 す そ よ 風 の よ うに

若 さ い ７ ぱ い 八 一 モ ニ 一 を 楽 し んで い ま す。

◆ 太 陽 ＆ ル ナ ー レ　　　　12:30 ～

さ わ や か 合 唱 交 流 会 の 男 声 合 唱 団 太 陽 と 女 声 合 唱 団

コ ーロ ル ナー レ か らな る 合 唱 団 で す｡ 重 厚 な 男 性 の 歌 声

と女 性 の 清 楚 に して 心 に 沁 み る 歌 声 の コラ ポ レ ー シ βン 、

太 陽 と目 の 有 様 を 奏 で る ハ ー モ ニ ー をお 楽し み くだ さ い。

◆ 混 声 合 唱 団 い ぷ き　　　12:30 ～

さ わ や か 合 唱 交 流 会 の 一 買 として 結 成16 年 目 を迎 え

まし た｡ 文 流 会 構 成 グ ル ー プ の さ らに 高 み を 目 指 す仲 間

が 古 奥 か ら ポ ピ ュ ラ ー な ど 幅 広 い ジャ ン ル に 麗 戦 して い

ま す｡ シ ニ ア の 琴 瞰 に も響 く 歌 声 を お 楽 し み くだ さ い。

◆ ベ ル ヴ ァ ンn　　　　　14:30 ～

再 結 成 か ら22 年｡ 仲 間 達 と音 を 合 わ せ る 喜 び を 改 め て

感 じ て い ます｡ クリ ズマ ズ の ひ と とき､ オ カ リナ の 優 しく 岨 か

い 音 色 とア ン サン ブ ル の 迫 力 を お 楽 し み く ださ い 、

◆ 長 野 ク ラ リ ネ ッ ト ク ワ イ ア ー　15:00 ～

クラ リ ネ ット オ ー ケ スト う とし て １９ ９４ 年 に 発 足｡ 定 期 演

奏 令 を は じ め 各 種 イ ベ ン ト な ど で 演 奏 活 動 を して い ま

す｡6 種 頬 の ク ラ リネ ッ トを 用 い てク ラ シ ッ ク 音 楽 を 中 心

に 様 々な ジ ャン ル の 曲 を 演 奏 し ま す 。

◆ 長 野 市 消 防 団 音 楽 隊　　16:00 ～

私 た ち は 市 内 各 地 で 演 奏 を 通 じて､ 防 火･ 防 災 の 呼 ぴ

か け を行 って お り ます｡ 今 回 は サ ク ソフ ォン､ クラ リ ネット 、

金 管 豪 器 の 各 碓 ア ン サ ン ブ ル で お 巡 りし ま す。 様 々 な

編 成 で 演 毒 しま す の で､ 曲 綱 の 違 い もお 東 し みく ださ い 。

◆ 混 声 合 唱 団 エ ー ル　　　16:30 ～

若 槻 地 区 を 拠 点 に､ 合 唱 好 き が 集 ま って 会 を 立 ち 上

げ､ 三 ツ 木 先 生 の ご 指 導 の 下､ 皆 で 楽 しく 頑 張 って い ま

す｡ 舎 の 名 前 は 朝 ド ラ か ら 頂 きま し た｡ 畝 の 世 界 で 主 人

公 に な っ て､ いう ま で も 青 春 を 目 指 した い と思 い ま す。

◆ 吹 奏 楽 団 “ 夢"　　　 、７= ００ ～

１０ 代 ～80 代 ま で ４ 世 代､ 穐 勢 １０ ０名 を超 え る 楽 団 で

す。｢ う まくな ら な ら｢ 実1 が う まく な れ な い｣) を モ ッ トー

に､ 音 が 狂7 てい よう と､ と に か< 自 分 達 が｢ 吹 い て い て

楽 し い｣ バ ン ドで す｡ さ あ､ 一 緒 に 豪 し い 音 豪 を!

◆ 安 茂 里 吹 奏 楽 団　　　　18:00 ～

2014 年| 月 に､ 地 域 イ ベ ント 等 に 積 極 的 に 参 加 す る こ

と を 日 的 に 安 茂 里 を 拠 点 とし た 吹 奏 余 団 を 設 立 し ま し

た 通 称r あ も す いj で す。 団 員 は 安 茂 里 居 住 者 と は 限

らず 幅 広 い 地 域 か ら 参 加 して い ま す 。

令 ホ ッ トブ リ ザ ード･ ジ ャ ズ オ ー ケ スト ラ18:30 ～

1973 年( 昭 和48 年) 結 成 。 以 来､ カ ウ ント･ ベ イ シ 一

楽 団 等 のピ ッ ク バ ンド ジ ャ ズ や､ 故 山 木 幸 三 郎 氏 の 作 一

編 曲 作 品 を 中 心 に､ 年| 回 の 演 妻 会 及 び 各 種 イ ベ ン ト

で 活 動 中 で す 。
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